
「太平記絵巻」 第10巻より 武蔵野合戦の事　画像提供／埼玉県立歴史と民俗の博物館

● 休館日／月曜日（8/12は除く） 
7/23㊋・8/13㊋・8/27㊋
● 観覧時間／10：00～17：30 
（観覧受付は17：00まで）
● 観覧料／一般210円　高校生・
学生100円（中学生以下、障害者
の方とその介助の方１名は無料）
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　今回の企画展は、平成15年「万葉浪
漫 ～さいたま万葉文学史～」、令和３年

「埼玉誕生150周年記念　旅する文学　
― 紀行文学で巡る埼玉 ―」を受け、鎌
倉時代から江戸時代まで中世・近世の
文学作品を通して、武蔵国北部〝埼玉 〟
の風物を紹介するものです。

　中世は歌謡集「宴曲集」、紀行文学
「とはずがたり」「廻国雑記」「東路のつ
と」、歴史文学「太平記」などを、近世
は松尾芭蕉「おくのほそ道」や小林一茶

「寛政三年紀行」の紀行文学、十辺舎
一九の戯作道中記「金草鞋」、万亭応
賀「観音霊験記」などをとりあげます。

　歌謡や紀行文学、歴史文学や戯作
を通して、文学者が記した「いにしえの
埼玉」を見直していただくとともに、現
地を訪れるきっかけとなれば幸いです。

さいたま文学館
〒363-0022 埼玉県桶川市若宮1-5-9
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主な展示作品

東路のつと

おくのほそ道

観音霊験記　秩父順礼　第一番　四萬部寺
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記念講演会「江戸の旅と宿」
関連事業参加費

無料

◦�講師／大 石　学 氏�
（東京学芸大学名誉教授・静岡市歴史博物館長）

◦会場／当館１階��文学ホール（先着200名まで）

　※�参加ご希望の方は、電話（048-789-1515）にて
お申込みください

8 17 14：00～15：30
 （開場は13：30を予定 ）土


